
歓迎遠足・・・干尽公園へ出かけました 

先週金曜日は、歓迎遠足で干尽公園へ出かけました。途中、雨がぱらつき心配しまし

たが、ありがたいことに近隣の佐世保食肉センター様がトイレ及び雨宿りの場所を提供して

くださり、無事に行程を終えることができました。出発前に行った歓迎集会では、１年生が

一人ずつ元気に自己紹介をしてくれました。運営委員会が集会を企画し、〇×クイズなど

で全校児童が楽しむことができました。 

 
 
 
 
 
 
 

 
百周年記念行事 その１ 
 

お知らせしています通り、５月１０日（金）は児童・職員で、運動場に人文字を作りドロー
ンによる航空写真撮影を行います。百周年「記念品部」実行委員の釘抜様が中心に進
めていただいております。今後は、この写真をクリアファイルにして各家庭等に配付されるよ
うです。 

 
           運動会で 全校ダンス 
 
今年度は、運動会を春（５月２６日【日】）に開催します。百周年ということ

で、運動会の中で児童・職員の他に保護者様、地域の皆様も一緒にみんなで踊
れないかと考えています。そこで、ツバメ（YOASOBI 作詞作曲）を閉会式後に
みんなで踊りたいと考えています。左右を合わせるとか、揃えるというより、
「楽しんで踊ること」をめあてにします。この曲は、現３・４年生が２年前に
運動会で披露してくれました。 

NHK の番組「あおきいろ」でも取り上げられ、今「ツバメダンス」として全
国に広がっています。「あおきいろ」は、「あお」と「きいろ」は違う色だけど、
２つ重なると同じ「みどり」になる。いろとりどりな命が重なり、ひびき合う
ことで、ともに喜び、ともに助け合い、ともに生きていく。そんな「共生マイ
ンド」を育んでいく番組です。 

歌詞もとてもいいと思います。（裏面に歌詞を載せています） 
 

佐世保市立福石小学校 学校だより 

 

 

【学校 HPアドレス】 

http://www.city.sasebo.ed.jp/es-fukuishi/ 

令和６年 5月 2日 第 2号 

佐世保市立福石小学校 

児童数：２２8名（R６.5.2現在） 

℡０９５６－３１－５７１０ 

(文責 校長 末竹 実) 

笑   顔 

令和６年度 福石小学校 学校創立１００周年 

お家の方が作ってくださった 
お弁当「おいしかった」 

→裏面もお読みください 



これから、学年種目の練習も始まりますので、「全校で時間をとって練習」という時間は
なかなかとれそうにありません。学校では、各教室で、時間を見つけて下記に紹介する映
像を見ながら練習する予定です。ご家庭でもお時間がとれそうでしたら、ご家族で一緒に
練習してください。 
 

☆NHK「あおいろ きいろ」子ツバメダンス（動画） 
    （MIKIKO先生解説 かんたん子ツバメダンス） 
     ・親ツバメ、子ツバメのバージョンがあるようですが、子ツバメ 
      バージョンを踊ろうと思います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
5月の主な行事予定 

１日（水）：少年の日 あいさつ訪問 

２日（火）：内科検診（１年） 尿検査２次 

７日（火）：内科検診（５年） 

  ８日（水）：内科検診（２年） 委員会活動（５・６年） 

９日（木）：心臓検診（１年） 

10日（金）：１００周年航空写真撮影 内科検診（４年） 

14日（火）：内科検診（６年） 

15日（水）：運動会全体練習 集団下校 

１6日（木）：耳鼻科検診（１・３・５年） 

１7日（金）：運動会全体練習 応援練習 

 

20日（月）：応援練習 運動会係打ち合わせ（６校時） 

21日（火）：運動会全体練習 

22日（水）：運動会総練習 

23日（木）：運動会全体練習 応援練習  尿検査３次 

24日（金）：運動会会場設営（１～３年：14：50下校） 

                         （４～６年：15:50下校） 

26日（日）：令和６年度運動会【午前中日課】 

27日（月）：振替休業日 運動会予備日 

29日（水）：委員会活動（５・６年） 

30日（木）：体力診断テスト（４～６年） 眼科検診（１年） 

31日（木）：いのちを見つめる校長講話 

 

 

ツバメ【作詞・作曲 YOASOBI Ayase】 
 

煌く水面の上を 夢中で風切り翔る 

翼をはためかせて あの街へ行こう 

海を越えて 

僕はそう小さなツバメ  辿り着いた街で触れた 

楽しそうな人の声  悲しみに暮れる仲間の声 

 

みんなそれぞれ違う暮らしの形 

守りたくて気付かないうちに 

傷付け合ってしまうのはなぜ 

同じ空の下で 

 

僕らは色とりどりの命と この場所で共に生きている 

それぞれ人も草木も花も鳥も 肩寄せ合いながら 

僕らは求めるものも 描いてる未来も違うけれど 

手と手を取り合えたなら きっと笑い合える日が来るから 

僕にはいま何ができるかな 

 

誰かが手に入れた豊かさの裏で 

帰る場所を奪われた仲間 

本当は彼も寄り添い合って 

生きていたいだけなのに 

 

悲しい気持ちに飲み込まれて 

心が黒く染まりかけても 

許すことで認めることで 

僕らは繋がり合える 

 

僕らに今できること 

それだけで全てが変わらなくたって 

誰かの一日にほら 

少しだけ鮮やかな彩りを 

輝く宝石だとか 

金箔ではないけれど 

こんな風に世界中が 

ささやかな愛で溢れたなら 

何かがほら変わるはずさ 

同じ空の下いつかきっと 

それが小さな僕の大きな夢 


